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は じめに

従来、健康管理センターは学生相談業務のみを担当していましたが、平成 19

年度より保健業務を加えることにより、学生相談室 と保健室の2室構成 とな り、

学生の心身の健康問題に総合的に対処できるようになりました。

教職員のみなさまには特定検診事業にご協力いただき感謝申し上げます。

改正健康増進法の成立により 7月 から大学では 「敷地内禁煙Jが原則にな り

ま した。 「敷地内禁煙Jな ら「敷地内車乗 り入れ禁止Jも しないと整合性がと

れないと考えますが・・・・。

「医学書院 医学大辞典」によると、妊娠悪阻 (にんしんおそ)【つわ り】

は妊娠初期に悪心、嘔気、食欲不振などの消化器症状を中心とする症状や食べ

物の嗜好の変化が出現するが、この症状がやや重い状態をい うとされてます。

よくあるテ レビ ドラマのシーンで、嫁 と姑 さんがいて、嫁が台所でゲーゲー吐

いています。それを ドアの隙間から見たお姑が 「この人、もしか して ?」 と妊

娠に思いをはせる。そんな場面がありますが、このころの胎児の大きさは米粒

～小豆大なんですが、どうして胎児はおかあさんにいたず らをするのでしょう。

「個体発生は系統発生を繰 り返す」は 19世紀 ドインの生物学者ヘ ッケルの反

復論 といわれます。著書 「一般形態学」の中で、 「生物個体は、個体発生の急

速かつ短縮 された経過の間に、祖先が古生物的発生の緩やかな長い経過の間に

遺伝および適応の法則に従つて経過 した重要な形態変化を繰 り返す」 と述べて

います。つま り私たち人類は、母親のお腹の中で、人類の 5億年の進化の過程

(魚類→両生類→爬虫類→Π甫乳類→ ヒト)を 10か 月でたどつているとい うこと

です。魚類から両生類を経る 「上陸」が、生命進化の最も ドラマチックなエポ

ックメイキングであり、胎児の発生の段階でもここが一つのクライマ ックスと

み られます。 ここで初めて、 ドラマチックにつわ りが起こります。 このときに

お嫁 さん (=母親)の体内にいるのが、まさにこの上陸の ドラマを繰 り広げて

いる胎児なのです。胎児 もからだが、対水中仕様から陸上仕様へ と変貌 し、必

死でからだの変化を生き抜いています。その苦闘が 「つわ り」となって現れま

す。胎児は、受胎の 日から指折 り数えて 30日 を過ぎてから僅か 1週 間で、あの

1億 2000万年を費や した脊椎動物の“幻の上陸劇"を夢のごとくに再現 します。

ヒトの頭 と胴体の間に、細くなったところがあります。それが首ですが、こ

の首とい うのは、いったい何なので しょう。 ヒ トの祖先をたどっていくと、脊



椎動物の始まりである魚には、首がありません。カエルにも首といえるような

細 くなったところはありません。魚の首 (に 当たるところ)には、えらがあり

ます。えらは全部で6紺あります。そして、このえらが、進化の歴史の中で、水

中生活から上陸することで、なくなっていきます。えらの役割や存在の意味が、

変わるのです。そこにひとつのくびれ、つまりくびができます。そして、えら

は新 しい役割 と構造へ と進化 していきます。その新 しい役割 とい うのが、 「表

情運動」 と「発声運動」とい うことになります。魚が 「痛い」と言つた り、笑

つた りすると怖いですね。むき出しのエラをゆっくりと顔や喉や月市へ変えてい

つたといいます。 くびれあるいはイケメンのほっぺたになった り、顎になった

りしていくんです。「顔がカンコイイ」とか言ってますが、なんのことはない、

魚の頃はエラだったんです。福山くんもエラ、北川 さんもエラだったんです。

人類がこぞってネックレスなどで首を飾るのは、首に古い鯉の感覚が残ってお

り、遠い海の故郷へのノスタルジアのためでしょうか 。。・・。

何事にも例外があります。体の中に肺を閉じ込められずに 「エラのまんま、

外にむき出しで (外組)、 両生類になれずに 「魚類 と両生類の真ん中のまんま

取 り残 された」とい う生物もいます。それが、ウーパールーパーです。

話が随分横にそれま したが、禁煙はなかなか難 しい。たばこを吸 うと「呼吸

器に悪影響がでますよ、声が変になりますよ」 とい うのは、ある程度納得 して

いただけるでしょう。では、 「人相が悪 くな りますよ」 と言つたら、少 しは禁

煙する気になっていただけるで しょうか。

最後になぞかけです。 「俗怠期の夫婦」 とかけて 「治 りかけのインフルエン

ザ」と解 く。その心は、OOは さめたが、OOは残る。

参考文献

三木成夫 :内蔵 と心.河出文庫,2013.

布施英利 :人体 5億年の記憶.鳴海社,2017

令和 2年 1月

九州保健福祉大学

健康管理センター長

園田 徹
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平成 30年度 健康管理センター活動報告書

I 組織構成ならびに構成員

1.組織構成

平成 18年度までは、健康管理センターは主として学生相談のみを実施 してきたが、平成

19年度に機構改編を行い、従来の業務である学生相談業務に保健業務も加え、学生の心身

の問題に包括的に取り組める体制となった。

① 保健室一疾病、外傷などの応急処置ならびに学生の健康相談・

健康診断にかかわる業務を行 う。

健康管理センター

② 学生相談室一学生の抱える諸問題についてカウンセリングを行

い、その精神的健康状態の向上を図る。

2.平成 30年度構成員

構成員は以下のとお りであり、それぞれの専門領域に応 じて学生相談室業務と保健室業

務を分担 して実施 した。

・センター長

・専門委員

(学 生相談 )

・学生相談員

・事務職員

園田 徹

佐藤 圭創

田中 陽子

前田 直樹

内勢 美絵子

貫 優美子

甲斐 十貴枝

黒川 真舟 (学生課と兼務 )
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Ⅱ 学生相談室の利用状況と今後の課題

1.学生相談室の利用状況

平成 30年度の学生相談室の利用者は実数合計 35件、延べ数合計が 143件で前年度より

も実数、延べ数ともに増加 した。相談件数は 6月 が最も多く、ついで 11月 、7月 の相談件

数が多くなっていた。30年度の特徴として、前年度相談件数の少なかった 6月 、7月 の利

用が非常に多かったという点があげられる。また、相談件数が前期、後期ともに増加 してお

り、前年度よりも時期の影響を受けていない。相談内容は、「適応問題」と「健康問題」が

多くなっている。「適応問題」は依然増加傾向にあり、今年度は特に前期に集中している。

一方、「健康問題」は、昨年度よりも 3倍ほど増加 しており、様々な要因で心理的な問題を

抱えている学生が増加 していると考えられる。また、昨年度は男子の相談件数が多かったの

に対して、本年度は女子の相談が男子の 2倍近くになっており、女子学生が様々な問題を

抱えて学生相談を利用 していることがわかった。学部別の利用件数では、薬学部の利用件数

が 1番多く、次いで、社会福祉学部、保健科学部、生命医科学部となつており、生命医科学

部の利用は非常に少なかった。学年別の利用者数では、2年次の利用者が他の学年よりもか

なり多く、前年度の傾向と異なった傾向を示した。

2.今後の課題

30年度は前年度に比べて学生相談室利用者が増加 し、前年度同様 「適応の問題」に関す

る相談が最も多かった。近年、大学生の対人関係、コミュニケーション、社会的スキルの問

題が指摘されている。SNSをはじめとするコミュニケーションツールの発達により、学生

同士のコミュニケーションのパターンも変化 し、またそれに伴 う対人関係の問題が増加 し

ている。今後は、適切なコミュニケーションツールの使い方の指導や、社会的スキル向上を

目指した SSTな ども学生相談室でより積極的に行つていく必要がある。また、今年度大幅

に増加 した「健康問題」に関しては、精ネ申疾患等で精神科に通院して服薬 している学生の増

加に伴い、今後、健康問題に関する相談件数が大幅に減少する可能性は低い。したがって、

健康管理センターは、これまで以上に支援体制を整え、問題の早期対応、早期解決を目指し

て様々な学生の問題に対して他機関と連携 しながら迅速に支援 していく必要がある。

前田直樹
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表 1

平成 30年度 健康管理センター活動報告書

(人 )

80

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

口実数
a延ぺ数

4月  5月  6月 7月  3月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月

図1来談者数(月 男り

談着数 (年間)

/＼
/ ＼

|     ＼/   ＼

＼

メ

８

６

４

２

０

８

６

４

２

０

…
鱗

一→一進盤

ぬ 適応

■ 健康

―十 生活

―← その他

4月  5月  6月  7月  3月  9月  10月 11月 12月  1月  2月  3月

図2主訴別来談者数 (月 別)

3

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 通信他 難 文密 十 延ぺ
=文

合計

男 2 2 2 6 15
社会福祉学部

女 1 4 1 6 23

保健科学部
男
・女

1 1

1

1

1

4

3

1

0

1

2

3 10
葉学部

男
一女

1

1

1

1 1 1

1

1

6

5 47

男 10
生命医科学部

女

1

2

1

1

2

3 7

男 46

女

4

3

5 ３

　

，

一

5

2

Ⅲ

4 2

18

17 97モI :す

富十 7 職2 5 7 2 2 35 143



Ⅲ 保健室の利用状況と今後の課題

1.保健室の利用状況

平成 80年度の保健室利用者総数 (累計)

は 628名 (学生 559名 、教職員 55名 、その

他 14名 )で昨年度より 36名 の減少であつ

た。

所属別の利用状況は社会福祉学部 32%、

保健科学部 31%、 薬学部 20%、 生命医科学

部 6%で あった。教職員の割合は 9%であっ

た。 (図 3.表 3)

月別の利用状況をみてみると、内科症状は

6、 10、 1月 の利用が多く、症状別では風邪

症状が年間を通して最も多かったが、5、 10

～1月 に目立った。外科症状は 7月 の利用が

多かったが、症状別では、擦 り傷や切 り傷で

の利用が多く 4、 5月 に目立った。昨年度多

かつた虫刺されは約半分に減少した。(図 4.

5)

曜 日別の利用状況をみると、月～水曜 日の

週の前半が多い傾向。時間帯別では、例年同

様、12時帯 (20。 4%)、 ついで 10時帯 (16.6%)の 利用が多かった。 (図 6.7)

年間のベ ンド休養者は 137名 で昨年より減少 したが、内科症状者数 313名 に対 して休養

者は 129名 (41.2%)で増加。そのうち精神的不調での休養者数は 25名 (19.3%)であっ

た。睡眠目的の休養者は 8名 で昨年の 1/4以下であつた。

ベンド休養時間帯では 12時帯 (24.1%)が 一番多く、ついで 14時帯 (18.2%)であっ

たが 9時帯 (11.7%)や 8時帯の利用もあった。 (図 4～ 8.表 2)

居場所としての利用や改まった相談まではないが話をしに来た学生の数は 34名 (6.0%)

であった。

2.今後の課題

本年度は休養 (睡眠)の利用は大幅に減少 したが、居場所 としての利用、気持ちを吐露

する場所 としての利用が増えた。精神的不調で休養する学生も増加 してきている。また精

神疾患等で通院 している学生も多い。ラ|き 続き学生相談室、学生課や各学科と情報共有を

密に行い連携を取つて支援するとともに、対人関係、コミュニケーションスキルに対する

支援をしていく必要もあると考える。また内科症状者のベ ンド休養率も増加傾向にあり、

自己健康管理に対する意識を高める支援もより必要である。
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図6来室曜日別

表2 ベット休豊処置・受砂及び受砂働告件数
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| 席状 ウト 症状 そのl“

士 景 士 里 士

合計

4日 1 2 0 15

6日 ら 0 翁

ハ日 1 0 a 1 ,0

7月 7 a n 0 19

8月 2 0 0 0 0 n

9日 0 7

10月 9 7 7 R 3 n

11日 0 8 1 27

12月 7 6 1 n

1日 3 1 6 3 30

2日 a 0 0 5

3月 0 0 0 0 0 0

合計 69 35 6 199

表3平成 30年度保健室利用状況

| 歴状 外 席状 子♂)4L 合計
里 士 皇 士 景 女

4月 8 18 la a 4

5日 12 20 11 7 6 1 57

6日 lS

7月 10 20 14 15 0 ハ ,4

n日 1 1 3 20

o月 n ∩ a 4

lo日 13 10 15 a na

11日 la 11 11 76

12月 10 14 5 5 13 a 50

1日 11 87

2月 8 1 0 4 n

R日 0 1 1 0 a

13, 167 na

,(禾ユ命状 子♂)柚 合計

景 女 す 嘱 す

4日 ク h

5日 4 3 a 3 0 0 ln

∩日 17

7日 1 5 1 1 ク a 11

n日 1 0 0 2 4

0日 n ク n

10日 2 9 4 5 0 3 23

11日 0 n

12月 1 2 1 3 0 0 7

1日 6

2月 0 0 0 0 0 0 n

n日 0 0 0 0 1 0 1

16 45 ln 17 ,S

＼
子の1' 合計

里 士 里 士 既 女

4日 0 , 0

ヽ日 4 0 1 0 0 ヽ

6日 0 4

7月 0 4 0 0 0 0 4

n日 2

9日 1 2 1 0 0 0 4

1∩ 日 1 0 0 0 1 2

11日 0 0 0

12月 0 1 0 0 1 0 タ

1日 3

2月 1 1 0 0 0 0 ク

n日 0 0 0 0

7 ,4 1 4

＼
子♂)れ

'

合計
里 士 里 女 景 女

4日 0 ク 0 0

Б日 0 0 1 0 0 1

6日 0

7日 2 3 1 a 1 10

R日 n ク

9日 2 0 0 0 1 0 a

in日 0 1

11日 2 1 3 0 0 0 6

1,日 0 0 2 5

1日 0 タ 1 0 ,

,日 0 0 1 2 1 7

a日 0 0

合計 8 11 12 a 1, 9 5S

烹十福部 保科削 茎学部 生命戻科 数馳目 合計

4日 15 1'

5月 27 11 13 5 1 0 57

お日 クn I 60

7日 19 ク6 lR 4 10 ク 74

n日 2 6 0 20

9日 7 13 7 4

10月 29 27 23 2 1 6 AR

11日 ク7 76

12日 18 18 7 タ Б n Sn

1日 8 7 0 87

,日 S R n ,

a日 0 2 1 0 0 0 a

合_キ 109

6

I 席状 席状 子イナ】柚

舅 女 女 量 士

合計

4日 n n 0 12

5月 3 4 2 1

6日 ク 6 1 0 12

7月 2 6 1

n日 1 1 1 0 6

9日 4 1 0 13

10月 5 4 2 , 10 4

11日 4 13 3 26

12日 2 a , ク n

1日 6 2 5 10 6 R6

2月 1 0 2 3

n口 1 0 0 1 0 n

合計 nl 37 53 18 197

肉 席状 外 状 子のl市

舅 女 景 女 景 士

合計

4日 ∩ 0 0

5月 0 0 0 0 n n

6月 0 0 0 1

7月 0 0 1

AR 0 0 0 0 0

9日 0 1 n

3 0 0 1 0 S

11月 0 0 0

1ク 日 0 0 0 0 a 0 0

1日 0 0 0 0

,日 0 0 0 0 0

n日 0 0 0 0 0

, 5 1

(甲 斐 十貴枝)



Ⅳ 付録

1 風疹 と風疹ワクチン

九州保健福祉大学 薬学部 臨床生化学講座教授

九州保健福祉大学 健康管理センター委員 (医師・産業医)

佐藤 圭創

2 AED設 置マップ

7



1日配 風疹と風疹ワクチンれ朗藤
。本年度は、例年になく風疹感染者が多く大き
な問題になっています。

・ 風疹は、妊婦に感染すると、さまざまな障害
を持つた子供が生まれる可能性があります。

・ 即ち、妊婦さんに感染が及ばないように社会
的な対応が望まれているのです。

。そこで今回、風疹とそのワクチンについて
テーマにあげ、概説したいと考えております。

風疹 (rubelb)

・ 風疹 (rubelけ は、発熱、発疹、リンパ飾腫
脹を特徴とするウイルス性発疹症である。

・ 近年国内においてもその発生は減少傾向に

あるが、まれに見られる先天性風疹症候群

予防のために、妊娠可能年齢およびそれ以
前の女性に対するワクチン対策が重要な疾
患である。

|―!i:|  ―
■ ■ ギ |||

慮合性のない小さい皮わ

皮疹の違い

1ヽこ

い

聯棚盤   蓬静
。麻疹の発疹 :ぼたん雪、風疹の発疹 :粉雪「麻の

Httrタ

ン、風
;琴写?雪」

1

風疹 (三 日はしか)と麻疹 (はしか)のちがい

発熱と発移が出るタイミングが違う。
はしかは高熱がいつたん下がつた後に発わが出ます。

一方、風移は

がる。

るヽ間

食欲不振、日の充血、鼻汁、咳、喉の痛み

先天性風疹症候群

り

CRS)

・
攘塀寒餓 許

時期により重症度、症状の発現時期が

・象語辮 唐鰈患き黙鋼 発寂
天性心疾患、

・
曽覆尋憂鞠蹴揺覇鉾醤臨

・
繁鶴娠蒼藤露奪)の

としては、進行性風疹全脳炎、糖



妊婦、夫、家族、関係者

至
遠 iョ彊
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日本の風疹流行を避ける

先天性風移症候群 :自 内障 ワクチン

研縄考増需考軸 盈毬念指聯 懲釜と毘暫:幣鐵 鶉擦努ぞ再習癖牌
児血かっの風疹嗜M抗体

典型的な三大症状は、心奇形。聴力障害として難聴。眼の異常として白内障。

風しんには受性のある妊娠20週頃までの妊婦が風疹ウ
イルスに感染すると、出生児が先天性風疹症候群を発
症する可能性があります。
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特に2002年 (平成14年 )か らは局地的な流行がつづいて報告され
ており、2003年から2C04年には流行地域の数はさらに増加し、例
年0～ 1名 であつた先天性風移症候群がlo名 報告されました。

抗体検査、ワクチン接種の値段
医療機関によってことなる(例示参照 )

康を(は しか)猟体験百

at十三日はしか)筑偉検自

!48:,I!II十
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対象者        実施期間 :平成31年 4月 ～令和2年3月末日まで

宮崎県民 (宮 崎市民を除く)で妊姫を希望する女性とその配偶者または同居する′く―トナー

抗体価が低い妊婦の配偶者または同居するパートナー

注意 婚夕囚の届出をしていないが、事実上婚ウ因関係と同様の事情にある方も対象。

ただし、次の方は規基外です。

12のうち、過去に抗体検査 (妊 婦健康診査を含む)を受けたことがある方

予防接種を2回 受けたことがある方

風しんにかかつたことがある方

昭和37年4月 2日 から昭和54年 4月 1日 の間に生まれた男性 (平成31年度から市町村において
実施される風しんの追加的対策の対象と重複するため)
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昭和37年4月 2日 から昭和54年4月 1

日の間に生まれた男性の方は中■

市町村において実施される風しんの追加的対策の対象の方 (昭和
37年 4月 2日 から昭和54年 4月 1日 の間に生まれた男性)に は、お住
まいの市町村より風しん抗体検査及び予防接種のクーポン券が配
布されます。詳細は、お住まいの市町村役場や保健センターヘお問
い合わせください。

この年代の男性の皆様には、過去に公

的に予防接種が行われていない

!  . Ⅱ    ,昭 和47年 4月 2日 ～昭和54年 4月 1日 生まれの
男性へ、今年度(令 和元年度)、 お住まいの市
区町村から、風しん杭体検査と予防接種の
クーボン券をお届けしています。

くう守学呻 0

風しんの追加的対策について
※昭和37年 4月 2日 ～昭和47年 4月 1日 生まれ
の男性には、来年度以降にお届けします。市
区町41によっては今年度中に市区町村て受け
取ることもできます。ご希望の方は、お住いの
市区町村にお問い合わせください。
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抗体検査で陰性 (抗体がない)

・ 昭和37年 4月 2日 から昭和54年 4月 1日 の間に

生まれた男性

⇒ 無料でワクチン接種できる

・ 昭和37年 4月 2日 から昭和54年 4月 1日 の間に
生まれた男性以外の対象者

⇒ 無料でワクチン接種できる

最後に

・ 風疹について理解し、妊婦に感染が及ばな
いように、個々人がしっかり自覚をもって、ワ
クチン接種や抗対価測定をすることが、イ可よ
りも重要と考えます。

文責:佐藤圭創
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